
 

 

『たくさんのドア』 
（  作： アリスン・マギー 絵： テウン・ユ  

訳： なかがわ ちひろ  ／ 主婦の友社  ） 

             

“きょうもあしたもあなたはたく

さんのドアをあけていく そのむ

こうにたくさんのあたらしいこと

がまっているÜÜ” 

子
こ

どもたちの未
み

来
らい

に思
おも

いをはせ

ながら、その人
じん

生
せい

を 力
ちから

強
づよ

く後
あと

押
お

し

してくれるような一
いっ

冊
さつ

です。  

 



 

 

『ともだちはどこ？』 
（  作：Ｊ・Ｗ・アングランド 訳：小川 糸 ／ 文渓堂  ） 

 

友
とも

だちは探
さが

せば身
み

近
じか

なところにい

るよ、あなたを支
ささ

えてくれる人にきっ

とめぐり会
あ

えるよ、というあたたかい

メッセージが伝
つた

わってくる本
ほん

です。 

環
かん

境
きょう

が変
か

わることが不
ふ

安
あん

な人
ひと

、友
とも

だちとの関
かん

係
けい

に悩
なや

んでいる人
ひと

にもお

すすめの一
いっ

冊
さつ

です。 



 

 

『ちえちゃんの卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

』 
（  写真・文：星川 ひろ子  ／ 小学館  ） 

             

７１５ｇという小
ちい

さな 体
からだ

で生
う

まれ

たちえちゃん。さまざまな壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えて、ついに 小
しょう

学
がっ

校
こう

の卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

をむか

えました。家
か

族
ぞく

や同
どう

級
きゅう

生
せい

に支
ささ

えられな

がらたくましく生
い

きるちえちゃんの

姿
すがた

に、思
おも

わず 涙
なみだ

してしまう感
かん

動
どう

の写
しゃ

真
しん

絵
え

本
ほん

です。 

 



 

 

『ぼくのつばめ絵
え

日
にっ

記
き

』 
（ 作：深山 さくら  絵：宮尾 和孝 ／ フレーベル館 ） 

             

４年
ねん

生
せい

になる春
はる

、突
とつ

然
ぜん

転
てん

校
こう

することに

なった雄
ゆう

太
た

。親
しん

友
ゆう

とも気
き

まずいまま別
わか

れ

てしまいますが、引
ひ

っ越
こ

し先
さき

の 新
あたら

しい町
まち

でつばめに出会
で あ

い、観
かん

察
さつ

日
にっ

記
き

をつけるこ

とに…。つばめの成
せい

長
ちょう

を見
み

つめながら、

自
じ

分
ぶん

も友
とも

だちとの関
かか

わりを深
ふか

めて成
せい

長
ちょう

していく雄
ゆう

太
た

の 姿
すがた

に、勇
ゆう

気
き

をもらえま

す。 



 

 

『ともだち』 
（ 作・絵：太田 大八  ／ 講談社 ） 

             

 「今
いま

のぼくと、ぼくのともだちは、

２０年
ねん

後
ご

どうなっているだろう？」 

「ぼく」とその同
どう

級
きゅう

生
せい

たちは、それ

ぞれの得
とく

意
い

なことを生
い

かして、素
す

敵
てき

な

大人
お と な

になっていました。きっと素
す

晴
ば

ら

しい未
み

来
らい

が待
ま

っている、そう感
かん

じさせ

てくれる絵
え

本
ほん

です。 



 

 

『きみの行
ゆ

く道
みち

』 
（ 作・絵：ドクター・スース  訳：伊藤 比呂美 

 ／ 河出書房新社 ） 
             

 何
なに

かに 挑
ちょう

戦
せん

しようとしていると

き、 新
あたら

しい一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

そうとして

いるとき、壁
かべ

にぶつかったとき…そっ

と支
ささ

えて背
せ

中
なか

を押
お

してくれる、そんな

絵
え

本
ほん

です。子
こ

どもから大人
お と な

まで、がん

ばるみなさんにおすすめです。 

 


